
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和４年度 滋賀県がん診療連携協議会 第１回診療支援部会 

開 催 日 時 令和４年６月２２日（水）17時00分～17時45分 

開 催 場 所 Zoom会議による意見交換 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院   谷 眞至（部会長） 

大津赤十字病院         辻 將公（副部会長） 

滋賀県立総合病院        中村 敬哉（副部会長） 

公立甲賀病院          南部 卓三 

市立長浜病院          小坂 恭弘 

高島市民病院          水流 輝彦 

市立大津市民病院        髙見 史朗 

近江八幡市立総合医療センター  石川 博己 

長浜赤十字病院         谷口 正展 

滋賀県歯科医師会        秋吉 美智彦 

滋賀県薬剤師会         大西 延明 

滋賀県看護協会         呉竹 礼子 

滋賀県診療放射線技師会     宮田 勝功 

滋賀県病院薬剤師会       須藤 正朝 

滋賀県歯科衛生士会       土屋 奈美 

滋賀県放射線治療連絡協議会   山内 智香子 

滋賀県健康医療福祉部      細田 崇史 

滋賀県立総合病院        米澤 寿裕 

【オブザーバー】 

滋賀県がん患者団体連絡協議会  菊井 津多子 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院   前川 久美子 

滋賀医科大学医学部附属病院   中川 聖子 

滋賀医科大学医学部附属病院   山本 彩乃 

                                    （敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

彦根市立病院          來住 優輝 

淡海医療センター        戸川 剛 

済生会滋賀県病院        増山 守 

東近江総合医療センター     目片 英治 

滋賀県医師会          重永 博 

 

【準部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院   醍醐 弥太郎 

（敬称略） 

議 事 概 要 １．報告等 

・今年度からの新規部会員及びオブザーバーの紹介があった。 

・本部会の役割について所管事項の説明があった。 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

 



 

２．議題 

（１）令和４年度の取組について 

１）アクションプラン(案)について 

谷部会長より資料１に基づき、今年度のアクションプラン及び年間スケジュールについ

て説明があり、次のとおり前年度とほぼ同様とすることが了承された。 

 

２）ＰＤＣＡサイクル(案)について 

  谷部会長より資料２に基づき説明があり、今年度のＰＤＣＡサイクルについては前年度

と同様とし、Ｐｌａｎ（計画）を「がん情報サイトの閲覧回数」、Ｄｏ（実行）を、「サイ

トの充実」とすることが了承された。 

 

３）「がん診療連携拠点病院等のがん診療に関する機能分担の評価の検討」、「がん医療の質

の向上に向けたアウトカム評価の検討」 

  谷部会長より資料３－１、３－２に基づき説明があり、滋賀県のホームページ「がん情

報しが」に掲載している「がん診療に関するトピックス」について、各病院に照会し、新

着情報順、医療圏別・病院別に取りまとめた。修正等あれば、事務局まで連絡することと

し、上記一覧表ついて「がん情報しが」に掲載することが了承された。 

 

４）治療法一覧について 

  谷部会長より資料４－１、４－２に基づき説明があり、「がん情報しが」に掲載している

「治療法一覧」について、各病院に照会し、追加・修正があった部分を赤字で示している。

掲載する治療法は基本的に保険診療としており、修正等あれば、事務局まで連絡すること

とし、更新した一覧表について「がん情報しが」に掲載することが了承された。 

 

５）各団体の取組について 

 各団体の今年度の取組予定について、資料５に基づき情報共有があった。 

 

（滋賀県歯科医師会） 

秋吉部会員より、以下のとおり説明があった。「口腔がんチェック」事業を引き続き実

施する。「口腔がんチェック推進歯科医院」は定期的に募集し、実施医院のさらなる増加

を図る。また、がん患者（手術前／薬物・放射線治療／終末期）の口腔ケアに係る「が

ん連携登録歯科医療機関」による医科歯科連携を引き続き実施する。 

 

（滋賀県薬剤師会） 

大西部会員より、以下のとおり説明があった。滋賀県薬剤師会認定「在宅ホスピス薬

剤師」フォローアップ研修会として第1回は令和4年7月10日（日）13:00～15:15Web開催

予定である。第2回は秋頃、滋賀県歯科衛生士会の協力をいただき、テーマ：がん患者の

口腔ケア（仮）の開催を予定している。また、医療用品共有システムおよび在宅医療推

進のための「薬局機能情報サイト」の運用を継続するとともに滋賀医科大学附属病院お

よび滋賀県立総合病院で開催されるがん関連研修会に参画し、服薬指導のスキルアップ

を図りたい 

 

（滋賀県看護協会） 

   呉竹部会員より、以下のとおり説明があった。がん看護研修会は令和4年8月2日（火）

に、ピースホームケアクリニックがん看護専門看護師德谷理恵氏を招き、がん患者の看

護～治療と社会生活への支援～をテーマとして開催予定である。また、昨年に引き続き、

県内各病院が企画している「がん看護」に関する研修会について、県内の訪問看護ステ

ーション等にも情報提供し、受講の機会を作っていく。            

 



 

（滋賀県診療放射線技師会) 

宮田部会員より、以下のとおり説明があった。平日の終業後の開催が多い研究会は参

加のし易いウェビナーを含んだ開催形式とし、より多くの診療放射線技師が学べる機会

の企画を予定している。令和4年7月8日（金）MR研究会で全身拡散強調画像の研修会、が

んにかかる研修会では令和4年7月1日（金）消化器画像研究会、令和4年7月20日（水）核

医学研究会を予定している。がん診療に関わる話題提供をより多く企画し、支援する予

定である。 

  

（滋賀県病院薬剤師会） 

須藤部会員より、以下のとおり説明があった。滋賀県がん薬物療法conferenceについ

て、直近は第25回滋賀県がん薬物療法conferenceを令和4年7月6日（水）胃がん薬物療法

（基調講演・グループディスカッション）について30～40名程度でのweb開催を予定し

ている。令和4年11月2日（水）、令和5年2月2日（水）はいずれもweb開催にて新訳の勉強

会を予定している。 

 

（滋賀県歯科衛生士会） 

土屋部会員より、以下のとおり説明があった。「がん医療」研修会の開催予定・情報提

供と病院、診療所の連携を強化（歯科衛生士連絡書の周知・活用）する。滋賀県薬剤師

会「口腔ケア（仮）」の研修会については依頼があれば連携、協力させていただく。 

 

（滋賀県放射線治療連絡協議会） 

山内部会員より、以下のとおり説明があった。年2回の連絡協議会世話人会・研修会の

開催、｢がん診療｣に関するセミナー・市民公開講座等の開催における共催・後援・告知、

ホームページの運営、協議会に参加している施設間の協力体制強化を行う。  

 

６）ホームページの拡充 

 谷部会長より資料６に基づき説明があった。「がん情報しが」のアクセス状況について、

令和3年度と令和4年度の状況の説明があった。 

また、妊孕性温存についての情報共有として、厚生労働省のURLリンクを「がん情報し

が」に追加すること、滋賀県が作成しているリーフレット「がん治療と妊娠・出産につい

て」の更新される予定があること、今年度中に滋賀医科大学産科学婦人科学講座のホーム

ページの刷新予定があり、リンク先の滋賀県の「がん・生殖医療ネットワーク（OF-Net S

higa）」も変更となることについて情報共有があった。 

 

７）県からの情報提供 

滋賀県より資料７に基づき説明があった。 

  １．今年度事業について 

新規事業の滋賀県がん患者調査事業、滋賀県治療と仕事の両立支援事業所調査事業、

拡充事業のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業、がん患者のアピアランスサポー

ト事業、その他新規事業として、がん医療における心毒性の診断・治療体制の構築事業

について情報提供があった。谷部会長よりがん患者のアピアランスサポート事業につい

て情報が届いていない患者さんが利用できない可能性があるとの意見があり、県より現

在のところは情報発信の場所は限られているとの回答があった。 

 

２．滋賀県がん患者調査事業の協力依頼について 

  滋賀県がん対策推進計画の評価指標として、各病院に滋賀県がん患者調査事業の協力

依頼があった。谷部会長より滋賀県だけが主体であれば、法の下に行われる事業とされ

倫理審査は不要ではないかと意見があり、県より持ち帰って検討することとなった。ま

た、谷部会長より、今回の患者調査の分配予定と前回の調査で問題点等はなかったかと



 

の質問があり、県より患者調査の配布数や配布施設の割合は基本的に前回の令和元年度

調査と同様であり、各病院からの問題点等の報告は特になかったとの回答があった。山

内部会員より回答率が上がるように、患者さんを選んで渡すと結果にバイアスがかかる

可能性があるという意見があり、谷部会長より、各施設で患者さんに手渡すことによる

バイアスがかからないように検討しながら配布する必要があるとの発言があった。 

また、オブザーバーの菊井さんより、がん患者団体が、行政とともにアンケート作成

に携わっていることは、全国的に珍しく、ぜひ本調査への協力をお願いしたいとの発言

があった。 

 

８）相談支援部会からの情報提供とお願い 

がん情報サービスで新たに発行された冊子｢がんと診断されたあなたに知ってほしい

こと｣について、動画を共有し紹介があった。医療者（主治医）から患者さんへお渡しの

際にはコンセプトも説明していただくよう依頼があった。 

そ の 他 特になし  

 以上のとおり報告します。                        令和 ４年 ７月１４日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 一山 智 様 

   診療支援部会 部会長 谷 眞至 


